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神経芽細胞腰のマススタ7)-ニソダが山形県で行われ

始めたのは,1985年からであり今年で7年を迎える.

この間当科にて経験 した神経芽細胞腫は15例であった.

これらの症例について若干の文献的考察を加え報告する.

マススクリ-ニソダ陽性例は12例であり,平均年齢は,

9.4TJJj十で.病期は,stageI:3例,stagerT:5例,
stLlgen 3例,stageTVS:1例,stageⅣ fi:1例

であった.非マススタリーエソグ症例は3例であり,辛

均年齢71.7カ月で.病期は.stagp Ⅲ :lt札 stageⅣ

A 2例であった.

てススクリ-ニソグの実施以後,当科における症例は,

l歳未満例LT)増加､stageI.Ⅲ,TVS例の増加傾向

をこあり,早期発見 ゆ早期治療の目的を一応達成している

と考えられる.これからの課題としてぼ,早期発見例の

化学療法の軽減と非マススクリ--エソダ症例のより早期

発見をいかに進めるかにあると考える.

26上乗北地区ブロ トコ一一′し施行後根治手術可能
となった Virchow 転移進行神経芽腫の 1

治験例

大谷
奥山

t I-- - 太田綜合病院付
属太田西 /内病
院小児外科

大神 和贋･杏取 竜生 ( 同 小児f甘)

白岩 邦俊 (白岩クリニック)

進行神経芽腫に対しては.強力な化学噂法を施行後限

治術を施行 し良好な結果が得られている. 今回我々も

Virehow転移にて発見された StageTVlllの進行神経

芽腫に対 して東北地区ブロトコ一一一ルを施行後限治術可能

となった症例を経験 したので報告する.症例は5歳の女

児.左銀骨上の腫癖を主訴iこ受診し生検CT)結果転移性悪

性陸揚の診断となi).腹部 CT にて左副腎原発の神経

北地区プロトニトー′L･に従い化学療法を3'7-1JL施行後原

発巣は著明に縮′トし限治術を施行した.その後も化学療

法を継続して施行しているが,術後7カ月経過 した現在,

再発の兆鮫はなく今後骨髄移植を予定 している.
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27)輝炎で発症 した先天性胆道拡張症の検討
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当院において 198/1年かまT.11991年までn8年間に先天

性胆道拡張症は7例あり, その年齢は0-5歳が2例,
6･-10歳がil例,11歳以上が1例.性別は男児2例,lr

児5例であった.初発症状として全例をこ腹痛がみられた

が.他に晦叶,悪心.醸部膨満を訴える場合があ-･,た.

疑わわた.急性肝炎黍症度分校によ才目上 軽症 5例 ,中

等症 1例,蚤症 1例であー一一た.7t-た.肝 ･胆管合流取常

は全例に認められた.拡張胆管J)typeは,紡錘型4†札

承胞塾3例であった.
こLTううも,重症肝炎E,こよる発症 した先天性胆道拡張症

の1例を巣示する.症例は2歳女児.腹痛にて発症.A

院後,CT.ERCPによ･'l先天性胆道拡張症の診断が付

き,保存的治療により輝炎のおさまるのを待ち観治手術

を行った.現在,外来にて経過観察中である.
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3)若年者自然気胸に対する 3cm "Mini-th(･)Ⅰ･ae●l
Bullect()my
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4)小児における｢卜L静 脈 カ テ ー テ ル挿 入 手 技

の実際
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